
 

 

 

 

 

 

MUFG 全国ジュニアテニストーナメント山梨県予選大会を、下記の要項で開催します。寒さ厳しい折ですが、 

ファイトあるプレーで、価値ある栄冠を手に入れて下さい。ジュニア選手の皆様、ふるって参加して下さい。  

                                             （2022 年 11 月 10 日発表） 

大   会   要   項 

◆主 催    財団法人日本テニス協会 山梨県テニス協会  

◆主 管    山梨県テニス協会ジュニア委員会  

◆後 援    山梨日日新聞社 山梨放送  

◆特別協賛  株式会社 三菱 UFJ 銀行   

◆協賛     株式会社ジャックス 

◆期 日    令和 5 年１月 9 日（月）予選 １月 14 日（土）15 日（日）本戦 

◆会 場    小瀬スポーツ公園テニスコート（砂入り人工芝） 

   ◆種 目    男子１６才以下シングルス、女子１６才以下シングルス  

（2007 年／平成１9 年１月１日以降出生の者）  

◆試合方法  トーナメント方式（予選フリー、本戦１６名）  

予選 ８ゲームマッチ（８－８後ﾀｲﾌﾞﾚｰｸ） 本戦 ３セットマッチ（各セット６－６後ﾀｲﾌﾞﾚｰｸ）  

予選後、敗者戦を行う。本戦はベスト８による順位戦を行う。  

◆試 合 球  YONEX TOUR PLATINUM （ヨネックスツアープラチナム） 

◆参加資格  日本国籍を有し、山梨県テニス協会所属（クラブ・学校）選手で個人登録を済ませている方なら 

参加できます。ただし都県に重複して参加は出来ません。  

◆参 加 料  予選２,5００円 本戦３,5００円（本戦当日、選手は追加 1000 円をお支払い下さい）  

この大会はワンコイン制度対象大会です。大会受付時に、100 円を集めます。  

◆全国大会  男・女各優勝者（全国大会 令和 5 年４月上旬：名古屋東山運動公園予定）を推薦します。  

◆申込方法  所定の申込用紙に、必要事項（氏名・TEL・生年月日・個人登録 NO・ランキング）を記入の上、 

下記申し込み先へ電子メールで申し込んで下さい。（電話、FAX では受け付けません）その際、 

申し込み用のエクセルファイルの書式は変更しないでください。また、参加料はエストテニス 

クラブにお支払いください。 （所属団体ごとで申し込みください） 

申し込みメールアドレス dear@estclub.co.jp  

◆申込締切    令和 4 年 １２月 １0 日（土）１８：００まで  

◆問い合せ先  山梨県テニス協会ジュニア委員会  

担当：甲府市立北東中学校 柳澤 真 ＴＥＬ：０５５－２５３－１３８８  

◆ドロー会議   令和４年 １２月 １８日（日） ジュニア委員会にて行う  

◆そ の 他  12 才以下の選手は年齢区分を２つ以上越える大会なので、関東協会ﾎﾟｲﾝﾄはつきません。 

 個人情報の扱いについて、プログラム・ホームページ・報道機関には載せることを本人に確認 

してください。その他、個人情報を正確かつ安全に管理します。  

 

MUFG 全国ジュニアテニストーナメント 2023 
山梨県予選大会 

MUFG ALL JAPAN JUNIOR TENNIS TOURNAMENT FOR THE WORLD CHALLENGE 2023 

★★グレード３の大会★★ 



コロナウイルス感染拡大防止に対する遵守事項コロナウイルス感染拡大防止に対する遵守事項コロナウイルス感染拡大防止に対する遵守事項コロナウイルス感染拡大防止に対する遵守事項    

１．以下の事項に該当する場合は、自主的に大会会場への来場自体を見合わせること。  

・発熱、咳、咽頭通など風邪の症状があり、体調がよくないと判断するとき。  

・同居家族や身近な知人に感染が疑われる方がいる場合。  

・過去１４日以内に政府から入国制限や入国後の観察期間が必要な国・地域への渡航または該当地域の在

住者との濃厚接触がある場合。  

 

２．マスクを必ず持参し、プレー中以外はマスク着用を励行すること。  

 

３．こまめな手洗い、アルコール等による手指消毒を行うこと。  

・アルコール等の消毒液は大会運営本部、各コートごとに一ケ所ずつ準備します 。  

 

４．他の利用者との距離（できるだけ２ｍ以上）を確保すること。日傘の使用を推奨致します。 

 ・荷物置き場や休憩場所、ベンチに座る時にも距離を確保できるようにしてください。  

 

５．大きな声での会話や応援をしないこと。  

 

６．試合中の順守事項 ・試合前後の挨拶は握手ではない方法で行うこと。  

・ポイント間、チェンジエンドの際には対戦相手との距離を確保すること。  

・ラケットや自らの試合で使用するボールなど、プレイに必要なもの以外はコートサーフェイスを含めで

きるだけ手で触れないこと。  

・タオルは手が触れる面と顔が触れる面を使い分け、プレイ中はできるだけ手で顔に 触れるのを避ける

こと。  

 

７．その他、感染防止に対する施設管理者や主催者からの指示に従うこと。 


